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順

信

●
本
郷
三
ｒ
目
ま
で
し
か
電
車
け
な
か

っ
た

「
チ
ー
ン
。

次
ば
に
う
ら
い
ち
〓
―
、　
■
降
り
の
方

は
ご
用
意
ね
が
い
ま
す
。
前
を
あ
け
て
下
さ
い
ｏ
眸̈
り
る

人
が
降
り
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
そ
う
、前
を
あ
け
て
あ
け

て
　
　
」

「
ぉ
乗
り
の
方
は
ご
順
に
ね
が
い
ま
す
．
途

中
で
立
ち
上
ま
ら
な
い
て
下
さ
い
。
ご
頂
に
か
詰
め
ね

が
い
ま
す
。
あ
と
二
人
で
す
。
は
い
。
チ
ン
チ
ン

う
こ
さ

ま
―
す
。
」

昔
な
つ
か
し
い
路
面
電
車
の
車
掌
の
や
り
と

，
だ
が

す
い
ぶ
ん
と
無
理
難
題
を
お
し
つ
け
て
い
た
も
の
だ
。

電
車
の
真
中
の
方
ま
で
詰
め
込
ん
で
お
い
て
、
い
ざ
降

り
る
と
な
る
と
、
さ

っ
さ
と
出
口
ま
て
用
意
し
ろ
と
い

０
の
だ
か
ら
　
電
車
を
う
な
く
乗
り
こ
な
す
の
も

一
と

苦
労
だ

っ
た
。
電
車
で
は

「
テ
ー
ン
」
と
か
ね

一
つ
は

停
車
、

「
チ
ン
チ
ン
」
と
か
れ
二
つ
は
発
車
０
合
図
だ

っ
た
。
電
車
に
走
り
出
す
と
い
う
よ
り
も
、
た
し
か
に

「
う
ご
―
く
」
忠
じ
を
の
で
あ

っ
た
。

長
い
間
、
蓬
末
町
の
住
民
が
お
世
話
に
な

っ
て
い
た

電
車
が
姿
を
消
し
た
の
は
、
昭
和
四
六
年
二
月
十
七
日

本
最
後
だ

っ
た
。
ら
れ
か
ら
も
う
十
二
年
０
歳
月
が
流

れ
た
。
都
心
に
住
む
我

々
と
切

っ
て
も
切
れ
な
い
関
係

に
あ

っ
た
路
面
電
車
に
つ
い
て
、
少
し
整
理
し
て
ヽ
さ

た
い
と
思
う
。

そ
も
そ
も
、
本
郷
区
に
最
初
に
電
車
が
や

っ
て
来
た

の
は
、
明
治
三
七
年

（
一
九
●
四
年
ビ

月
＋
■
曰
て
、

当
時
は
、
ま
だ
東
一ス
市
電
と
い
う
ヽ
の
は
な
く
て
、
私

営
の
東
京
市
街
鉄
道
会
社
線

（街
鉄
線
と
市
民
は
呼
ん

で
い
た
）
が

や
っ
と
本
郷
二
丁
目
ま
で
開
通
し
た
。
こ

の
街
鉄
線
は
、
甲
州
出
身
の
雨
敬

（ち
ま
●
い
）
こ
と
、

雨
宮
敬
次
郎
の
率
い
る
電
車
線
で
、
彼
は
同
時
に
中
央

線
の
前
身
て
あ
る
．
甲
武
鉄
道
会
社
の
社
長
を
も
兼
ね

て
い
て
、
今
日
な
ら
す
ぐ
週
刊
誌
の
ネ
タ
に
な
る
程
の

名
物
３
だ

っ
た
。
こ
の
街
鉄
線
は
、
み
と

，
色
の
車
体

で
知
ら
れ
、
卓
庫
を
三
口
　
青
山
、
新
宿
、
本
所

（亀

沢
町
）
と
　
明
治
時
代
最
大
の
路
線
綱
を
誇

っ
て
い
て
、

明
治
阿
四
年
に
市
電
に
な
る
ま
で
の
メ
ジ
ャ
ー
だ
っ
た
。

Ｆ
画
の
車
庫
の
こ
と
を
私
葉
原
と
同
じ
呼
び
方
で
薩
摩

原

（
さ
つ
ま
っ
ば
ら
）
と
江
戸
っ
子
は
呼
ん
で
い
た
。
そ

の
三
口
車
庫
か
ら
出
発
し
た
街
鉄
線
は
、
芝
図
橋
を
渡

り
，

■
寺
山
円
前
か
ら
御
成
円
、
桜
日
本
郷
町

（
日
村

町

一
丁
目
）

日
比
谷
に
出
て
来
て
　
十
文
牛
の
一父
差
点

を
突
切

っ
て
北
道
、
馬
場
先
門
、
神
田
橋
を
渡

っ
て
小

川
町
を
右
折
、
今
度
は
、
現
在
計
判
の
■
回
す
つ
や
そ

ば
店
の
前
を
通
シ
、
当
時
の
須
□
町

（
万
世
橋
広
場
）
で

左
折
、
神
田
明
神
の
前
を
迫
ぎ
て
、
本
郷
■
丁
巨
で
”

り
返
し
て
い
た
。
電
車
が
本
郷
区
内
に
始
め
て
や

っ
て

来
た
の
だ
か
ら
、
蓬
未
町
界
限
の
人
々
は
、
三
丁
日
ま

で
電
車
見
物
に
た
い
た
こ
と
の
ち
る
■
年
寄
り
も
ｒ
ら

れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
街
鉄
線
は
、
同
じ
年
の
十

一
月
八
日
に
は
　
切

通
坂
を
、

っ
て
　
し
野
広
小
路
ま
で
延
長
さ
れ
た
。

「
本
郷
も
か
ね
や
す
ま
で
は
江
戸
つ
内
」
と
古
川
柳
に

よ
ま
れ
て
い
る
連
り
、
本
郷
三
丁
目
●
四
辻
ま
で
が
江

戸
的
て
、
商
家
も
高
楼
に
甕

（
い
ら

，
）

を
■
ね
、
そ

こ
か
ら
北

べ
は
、
加
賀
前
国
家
の
上
屋
萩
が
あ

っ
た
と

し
て
も
、
江
戸
近
郊
の
入
口
と
い
う
感
じ
だ

っ
た
の
だ

ろ
う
。
電
車
は
、
右
折
し
て
■
野
広
小
路
　
●
橋
の
方

に
行

っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
が
明
治
時
代
ｔ

一
貫
し
た

状
態
だ

っ
た
。
当
時
の
小
学
校
て
歌
わ
れ
た
『
東
京
地

理
教
育

電
車
唱
歌
』
に
ヽ
こ
の
う
た
り
は
冒
頭
に
よ

の

よ
う
に
出
て
く
る
。

「
玉
の
官
鷹
は
丸
の
内
　
近
さ
日
比
谷
に
集
ま
れ
る

電
車
の
道
は
十
文
字

ま
す
上
野
べ
と
遊
ば
ん
か

た
に
富
城
■
が

，
つ
つ

東
京
府
庁
を
‘
に
見
て

馬
場
先
門
や
和
田
倉
門

大
手
町
に
は
内
務
省

渡
る
も
早
し
神
田
橋
　
錦
町
よ
０
小
川
町

乗
り
か
え
Ｌ
げ
き
須
田
町
■
昌
平
橋
を
わ
た
０
ゆ
く

神
田
神
社
の
広
前
を
　
す
ぎ
て
本
郷
大
通
り

右
に
ま
か
´
て
コ
通
し

仰
ぐ
湯
島
ｏ
天
満
富
　
」
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０
電
停
蓬
大
町
の
誕
生

一
方
　
小
石
川
辺
の
方
は
意
外
と
早
く
電
車
の
恩
意

に
浴
し
た
。
明
治
四

一
年

（
一
九
０
八
年
）
四
月
十
二

日
に
、
本
郷
三
丁
日
か
ら
真
砂
町
、
春
口
町
を
経
て

小
石
川
町
ま
で
が
開
通
し
た
．
同
じ
日
に
は
、
神
保
町
、

水
道
橋
、
春
Ｈ
町
間
に
篇
車
が
敷
け
た
。
■
に
三
年

（
一

九
０
九
年
二

月
二
十
日
に
春
目
町
か
ら
指
ク
谷
町
に
、

明
治
四
四
年

（
一
九

一
一
年
）
七
月
十
四
日
に
は
、
速
に

自
山
上
を
経
て
小
●
川
原
町

ま
で
電
車
が
開
漁
し
て
い

た
か
ら
、
麿
末
町
０
北
部
の
方
に
お
住
ま
い
の
方
々
で

い
ち
早
く
開
通
し
て
い
た
自
山
を
通
る
電
車
を
利
用
し

た
記
憶
の
あ
る
人
も
居
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は

地
下
鉄
の
方
て
も
旬
し
こ
と
が
い
え
て
、
小
石
川
地
区

に

一
日
の
長
が
あ
る
の
か
し
ゃ
く
の
種
た
．

本
郷
の
東
京
帝
大
の
前
の
道
は
、
市
区
改
正
の
計
画

て
、
東
側
が
約
六
メ
ー
ト

ル
拡
巾
さ
れ
た
が
、
こ
れ
が

な
く
て
も
路
面
電
車
は
通
せ
る
だ
な
の
道
幅
は
あ
っ
た
。

た
だ
　
帝
大
の
理
学
部

の
地
震
研
究
室
が
あ
る
の
で

大
学
０
そ
ば
を
電
車
が
ｔ
る
こ
と
で
、
地
震
計
が
動
く

の
で
は
困
る
と
　
浜
尾
新
学
長
が
反
対
Ｌ
た
と
い
う

エ

ピ
ノ
ー
ド
が
あ
る
が
真
実
は
解
ら
な
い
．
た
だ
、
昭
和

戦
前
■
で
は

赤
円
前
の
電
車
道
に
は

「
模
範
道
路
」

と
称
し
て
、
木
煉
瓦
を
線
路
の
内
外
に
敷
き
つ
め
て
あ

っ
た
。
こ
れ
た
と
電
車
の
震
動
か
伝
わ
ら
０
い
で
す
を

と
い
う
こ
と
な
問
い
て
い
た
。

小
石
川
地
区
に
違
れ
を
ル
〓

た
本
郷
通
り
も
、
人
工

二
年

全

九

二
一
年
）
三
月
十
五
日
、
本
郷
〓
丁
日
ど
本

郷
追
分
間
が
と
り
あ
え
す
開
通
し
、
大
Ｉ
四
年

（
一
九

一
五
年
ビ
ニ
月
八
日
に
は
、
遂
に
、
本
郷
追
分
か
ら
本
郷

肴
町
、
さ
ら
に
、
損
町
遍
ン
を
通

っ
て
白
山
上
せ
て
が

開
通
し
て
、
こ
こ
に
　
始
め
て
電
車
が
町
内
を
走
る
こ

と
と
な

っ
た
。
こ
の
時
は
、
肴
町
か
ら
更
に
北

へ
と
い

う
こ
と
は
す
ぐ
に
は
考
え
ら
れ
ず
　
大
工
六
年

（
一
九

一
七
年
）
六
月
四
日
に
、
や
っ
と
肴
町
か
ら
都
市
境
界

ま
で
が
開
通
し
た
。
郡
市
の
境
界
線
は
、
昭
和
七
年
十

月

一
回
り
、
大
東
京
三
十
五
区
制
が
誕
生
す
る
■
で
の
、

■
富
士
前
町
の
北
の
染
井
や
駒
込
辺
の
こ
と
で
、
そ
こ

は
ま
だ
東
京
府
南
豊
島
部
に
属
し
て
い
た
か
ら
て
あ
る
．

そ
し
て
駒
込
橋
ま
で
は
大
二
十

一
年

（
一
九
二
一
一年
）
に
、

翌
年
に
や
っ
と
飛
鳥
山
ま
で
開
通
、
市
電
飛
鳥
山
線
の

俗
称
て
呼
ば
れ
る
に
い
た

っ
た
。
駒
込
分
車
庫
も
大
正

十
二
年
に
な

っ
て
出
来
た
。

こ
れ
て
や

っ
と
こ
さ

「
わ
が
町
に
停
留
場
が
あ
る
誇

り
」
と
い
え
る
蓬
木
町
と
は
な

っ
た
。
時
ち
た
が
ヽ
第

一
次
大
戦
が
勃
発
し
た

，
　
秋
に
は
、
大
正
天
皇
０
奉

祝
の
た
電
車
が
作
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
花
電
車
が
　
そ

れ
ま
で
と
は
異

っ
て

「
人
を
乗
せ
な
い
花
電
車
」
の
元

祖
で
あ

っ
た
。

口
車
廊
は
あ
く
ま
で
巣
鴨
車
庫

今
回
、
蓬
末
町
と
い
う
町
名
は
、
あ
の
愚
劣
種
ｔ

，

な
い
役
人
た
ち
の
暴
挙
で
消
滅
さ
せ
ら
れ
て
　
向
丘
二

丁
目
な
ん
て
バ
カ
グ
た
町
名
に
な

っ
て
し
言

っ
た
が
、

都
バ
ス
の
停
留
所
向
丘

一
丁
目
に
や

っ
て
来
る
、
都
電

の
代
わ

，
を
す
る
茶
乱
栞
統
を
利
用
さ
れ
て
い
る
町
民

は
多
い
と
思
う
が
、
い
か
に
茶
５‐
系
統
の
方
が
実
績
が

あ
ろ
う
と
も
、
あ
の
都
バ
ス
の
車
庫
は
某
鴨
車
庫
の
所

轄
す
る
と
こ
ろ
で
、
駒
込
駄
前
は
只
単
な
る
狭
車
場
の

扱
い
だ
。
そ
し
て
　
空

っ
ほ
の
回
送
車
が
何
台
と
な
く
、

駒
込
駅
、
■
富
士
前
、
千
石

一
■
目
、
巣
鴨
●
庫

ヽ
と

ム
グ
な
回

，
方
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ

は
　
大
正
初
期
に
、
本
郷
通
り
に
市
電
が
開
通
し
た
頃

か
ら
七
十
年
以
上
ヽ
続
い
て
い
る
し
き
た
０
で
あ
る
。

本
郷
よ
り
も
い
ち
早
く
市
電
の
通

っ
た
小
石
川
‘
駕

篭
町
′
巣
鴨
厭
の
電
車
ｔ
管
理
す
る
某
鳴
車
庫
が
、
大

正
二
年
二
月
ニ
ロ

（
一
九
二
二
年
）
に
誕
生
Ｌ
て
い
た
。

駒
込
車
庫
と
い

っ
て
い
た
駒
込
駅
東
北
に
あ
っ
た
の
は
、

ら
く
ま
で
巣
鴨
営
業
所
励
込
分
車
庫
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

最
初
に
蓬
末
町
を
通

っ
た
市
電
は
、
巣
鴨
草
岸
前
か

ら
、
巣
嶋
橘
、
西
丸
町
、
駕
篭
町
、
原
町
、
曙
町
、
自

山
と
電
停
を
通

っ
て
来
て
、
自
山
上
を
左
折
し
て
損
町

商
店
街
を
た
り
、
本
郷
肴
町
で
今
度
は
右
折
、
蓬
末
町
、

本
郷
追
分
町
、
高
等
学
校
前
、
大
学
正
円
前
、
大
学
赤

円
前
、
本
郷
〓
丁
目
か
ら
三
出
方
面

べ
た
向
か

っ
て
い

た
。
栞
車
賃
は
当
時
の
悪
税
と
い
わ
れ
た
通
行
税

一
銭

共
て
片
道
五
銭
、
往
復
な
ら
九
銭
だ

っ
た
。
こ
れ
は
始

発
か
ら
朝
ｔ
時
ま
で
に
乗
れ
ば
、
大
入
片
道
三
銭
、
往

復
五
銭
だ

っ
た
。
た
た
、
電
車
に
乗

っ
て
行
■
を
車
草

に
告
け
る
と
、
●
掌
は
大
き
な
（十
く
し
立
の
大
き
さ
）

乗
換
切
符
を
く
れ
た
。
乗
り
換
え
は

一
度
な
ら
ず
、
二

Ｅ
も
、
三
度
も
出
来
た
。
綱
●
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ

た
市
電
路
線
図
が
表
面
に
印
刷
さ
れ
、
右
側
に
時
間
表



が
あ

っ
て
、
革
寧
は
、
栞
―
換
え
停
留
所
と
目
的
地
と

時
間
帯
と
の
三
が
所
に

＾
サ
ミ
を
入
れ
て
く
れ
た
。
中

に
は
　
わ
ざ
と
一晏
口
か
ら
パ
チ
バ
チ
と

ハ
サ
ヾ
を
入
れ

て
も
　
そ
の
場
所
が
ビ

ッ
タ
ツ
カ
ン
カ
ン
ル
一い
う
程
の

名
人
が
各
車
庫
に
は
い
た
も
の
だ
。
電
車
賃
が
大
正
初

期
に
■
銭
だ
の
九
銭
だ
の
■
い
う
の
は
、
庶
民
に
と

っ

て
決
し
て

，
い
も
の
で
は
な
か

っ
た
。

蓬
未
町
を
通

っ
て
い
た
る
電
車
の
系
統
番
号
と
行
先

の
こ
と
、
戦
略
中
の
急
行
●
都
電
が
、
蓬
末
町
を
オ
ヾ

ッ
ト
し
た
話
な
ど
は
、
次
の
機
会
に
ゆ
す
る
。
ま
た

前
回
´
ら
の
宿
題
●
■
町
ら
た
り

（町
卜
」、
都
合
で
後

口
に
沐
べ
る
つ
ヽ
シ
て
い
る
．

７
月
１
日
　
事
業
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
１０
日
　
向
丘
地
区
町
会
運
今
会
　
連
絡
会
議

８
月
　
　
　
地
区
担
当
役
員
の
変
更

野
呂
瀬
、
楠
　
ご
両
氏
は
、
都
合
‘
↓

，
退
ｔ
さ
れ

，
任
に
梶
谷
、
坂
本
の
ご
両
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
ど

，
そ
よ
ろ
し
く
か
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
剛
□

７
月
２７
日
　
町
内
に
区
が
設
置
―
´
て
ヽ
り
ま
す
屋
外
消

火
器

（当
町
会
内
２０
か
所
）
の
保
守
点
検
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
最
近
付
け
火
と
み
ら
れ
る
●
ヤ
が
多
発

し
て

，
り
ま
す
。
発
見
が
遅
け
れ
ば
大
き
な
火
災
に

も
な
り
が
ね
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
の
が
住
ま
い

０
周
辺
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
は
日
か
な
い
よ
う
充

分
ご
注
意
下
さ
い
。

法
行
為
は
清
掃
法
の
定
め
に
よ

っ
て
罰
金
刑
に
処
せ
ら

れ
誉
す
。
ご
近
所
て
こ
の
よ
う
な
人
を
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
ら
慎
む
よ

，
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

１０
月

　

「
ホ
い
羽
根
共
同
募
金
」

募
金
に
た
い
し
て
は
町
内
皆
様
の
曖
か
い
ご
協
力
を

得
ま
し
て
今
回
も
左
記
●
金
円
●
集
ま
り
誠
に
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
金

一一
給
下
高
四
千
参
●
五
衿
円
也

９
月
８
日
　
敬
老
天
ぶ
ら
会
が
海
蔵
寺
に
て
行
わ
れ
、

婦
人
部
が
着
手
伝
い
に
参
加

９
月
‐５
日
　
町
会
よ
り
ご
高
齢
の
方
に
取
老
を
祝
し
、

祝
品
を
卜
贈
り
し
ま
し
た
。

昭
和
６‐
年
７
月
か
ら
昭
和
“
年
１０
月
せ
て

同
同
回

本
年

の
根
津
神
社
御
奈
礼
に
際
し
量
し
て
は
、
町
内

の
皆
様
■

，
過
分
な
る
ご
厚
志
を
嶋

，
■
陰
を
ヽ
ち
ま

し
て
盛
大
に
祭
礼
を
挙
行
す
る
こ
ど
が
で
き
ま
し
た
。

町
会
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

祭
礼
に
つ
い
て
の
会
計
報
告
は
本
号
の
貢
末
に
掲
載
し

て
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご

一
覧
下
さ
る
よ
う
■
願
い
中

し
■
●
ま
す
。

１０
月
■
日
か
ら
１０
月
２０
日
ま
で

「
全
国
防
犯
運
動
」

町
内
で
ヽ
空
巣
な
ど
の
被
害
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

戸
締
ま
り
に
は
充
分
気
を
つ
け
て
、
近
隣
の
方
と
辿

結
を
取
り
合

っ
て
被
告
に
合
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

７
月
２７
日
、
８
月
１０
［
の
両
国

大
観
音
に
お
い
て
「
エ

４
教
室
」
を
開
催
、
子
供
さ
ん
達
に
廃
品
を
活
用
し

て
■
る

一
口
枚
〓
を
開
さ
書
し
た
。

９
月
”
日
か
ら
９
月
２８
日
ｔ
て

「
秋
の
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
期
間
中
に
は
交
通
部
、
婦
人
部
、
友
の
会
の
皆

さ
ん
に
■

っ
て
街
頭
指
導
を
行
い
、
交
通
事
故
の
撲

績
を
呼
び
か
け
ま
し
た
．

「
ゴ
ミ
」
は
収
集
日
の
当
日
に
、
定
め
た
場
所

ヽ
出
す

よ
う
ご
協
力
下
さ
い
。
　
↓
部
の
方
で
す
か
収
案
日
以
外

の
日
に
出
す
人
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不

っ
い
先
い
ま
で
の
陽
気
が
嘘
の
よ
う
に
秋
も
深
童
り
、

朝
晩
は
あ

っ
き
り
冷
え
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
冬
の
到
来
が
早
い
よ
う
で
す
。
会
員
の
皆
様

に
は
充
分
健
康
に
留
意
さ
れ
て
ご
活
曖
下
さ
い
。
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昭 和 61年 度 根 津 神 社 祭 ネし経 費 決 算 報 告

祭ネL曰  昭和 61年 9月 20日 い 21日 ●)

収 入 支 出

前 期 繰 越 金

御 仮 屋 所 190件

御 オ1洒 所 129件

雑 収 入

226,076

1172000

739000

18860

支 払 総 額

次 期 繰 越 金

171o09o

445846

計 2155986 合 計 2155986

奉納品 清酒36ベ ビっレ32本、ジュース 200本、祭礼ボス′-100枚、各コーヒー150鯨 鮮魚―盛 椰2対

支 出 内 訳

支 出科 目Tさ 額 内 訳

寄 付 募 金 喪 182000
案内状、封筒     21800
奉納掲ホ用紙      2700
最中 供え餅     15?500

神 社 奉 納 費 132000
奈ネt分コ金           1 2 2 0 0 0

高張PI灯奉納      5000
初穂料                 5,0 0 0

御仮屋所 御神洒

所設営 、撤 去費
354,680

神酒所 御仮屋供物    970o
消耗品、工事費他   23830
材■l趣               84,1 5 0

トビエ賃      135000
″ 祝儀       25,000

拡声機 リース代    12,000
車両借用代 3台    15000
御仮屋、神洒所御ネL      5 0 0 0 0

神輿 山車 渡御費 510190
析詰 弁当、おにざ0 199000  袋莫子  60000
酒、ビール ジュース  80120  茶菓 子他 72870
煙草1          11200  手拭 I1  48800
ヤ´ルト        8400  ャキ鳥  29800

祭礼備品保存費 47.060
ナフタ リン       1,650
′リーニン′代      45410

雑 経 費 484160

委員会食事代     112160
鉢洗費用       190000
青年部鉢洗費用   12oOoo
婦人部御吉労会費   50000
会計会議食事代    12000

合 計 171009o

祭ネし会計  掘 工 頼 治  加 藤 輌 美  猪 熊 良 晃

=お 知 らせ ― 蓬末 だよ りに毎回原稿をお寄せいただいてす 0ま す『 ホ 順信 』氏の新書 が出

ました。 いま 東京ブームの中で話題 を呼んてお レます。

保育社『 カラープ ンクス ト ｀いての都電 』、同 じく保 育社か ら『 カラーブ ックス 訳弁 』11月

25匡 発行予定。共 に定価 500 Flてす。


